
創蓄省エネルギー化による玉野市中心部の高付加価値拠点化構想 
～人が集い交流する瀬戸内の港町 玉野～ 
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 【構想のコンセプト】 

   玉野市中心部の宇野港において、広大な遊休地である宇野駅以東エリアを広域交流拠点として、 
賑わい、居住促進のための安全・安心なエネルギーインフラ基盤整備及び、高付加価値なまちの実現を目指す 

③ 宿泊施設 

① 
高齢者等 
居住施設 

② 温泉施設 

④ 商業施設 電動 
自転車 

軽電気 
自転車 

EV 
スタンド 

太陽光 見守り 
システム 

ｸｰﾎﾟﾝ等 

太陽光 

EMS 

EMS 

太陽光 EMS 

ｸｰﾎﾟﾝ等 太陽光 EMS 

電動 
自転車 

軽電気 
自転車 

電動 
自転車 

EV 
スタンド 

EV 
スタンド 

EV 
スタンド 

木質 
チップ 

FIT 

 
太陽熱 

バイナリー 
発電 

熱 
バイオマス 
ボイラ 

貯
湯
槽 

 
 

 
 

 
 

冷
水
槽 

冷温水機 

蓄電池 電気 

熱 

給湯 
・暖房 

冷房 

※収入発生 

回遊性、安心・安全な暮らし、賑わい向上 レジリエンス、収支改善、イメージ向上 

広域交流拠点の賑わい・居住促進 

LP1：エネルギーインフラ整備によるレジリエンスなまち LP2：創蓄省エネによる賑わい・高付加価値なまち 
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